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憲法・いのち・社会保障をまもれ！

労
金
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
　
　
ロ
ッ
キ
ー
も
メ
ー
デ
ー
に
登
場

憲法・いのち・社会保障をまもれ！
第88回メーデー

　５月１日、「働く者の団結で生活と権利を守り、平
和と民主主義、中立の日本を目指そう」とのメイン
スローガンのもと、第88回メーデーが県内11ヶ所
で開催され、岩手公園広場で行われた県中央集会に
は、組合員やその家族など、約1000人が参加しま
した。デコレーション審査では、中央支部のプラカー
ドが優秀賞に選ばれました（写真左と一番下前列）。
　集会後には華やかなデコレーションやプラカード
を手に、元気よくシュプレヒコールをあげ、盛岡市
内をデモ行進しました。

宮

両

高

中央集会

釜古

磐

田

石
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広
島
、
長
崎
で
被
爆
し
た

方
々
が
「
自
分
た
ち
が
生
き
て

い
る
う
ち
に
核
兵
器
廃
絶
の
実

現
を
」
と
呼
び
掛
け
ら
れ
た
「
ヒ

バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」。
中
央
段

階
で
も
、
幅
広
い
団
体
が
参
加

し
て
署
名
活
動
が
広
げ
ら
れ
、

県
内
で
も
昨
年
12
月
に
推
進
の

会
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
５

月
14
日
、
元
シ
ー
ル
ズ
の
メ

ン
バ
ー
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
リ
ー

ダ
ー
の
、
林
田
光
弘
さ
ん
を
講

師
に
「
キ
ッ
ク
オ
フ
集
会
」
が
、

サ
ン
ビ
ル
７
階
大
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

林
田
さ
ん
は
、

「
そ
れ
ぞ
れ
が
自

分
た
ち
が
で
き
る

活
動
を
し
て
い
こ

う
。
隣
の
住
人
に

署
名
を
呼
び
か
け

る
こ
と
も
そ
の
一

つ
」
と
具
体
的
な

行
動
提
起
を
し
ま

し
た
。
ま
た
、
若

い
人
へ
の
は
た
ら

き
か
け
の
点
で
、

チ
ラ
シ
や
宣
伝
の

工
夫
も
必
要
だ
と

指
摘
し
、
会
場
で
は
う
な
ず
く

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
若
者
に
ど
う
伝
え

る
か
」
を
テ
ー
マ
に
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
医
療

生
協
労
組
の
参
加
者
が
「
沖
縄

へ
の
修
学
旅
行
で
、
知
ら
な
い

こ
と
の
怖
さ
を
知
り
、
平
和
活

動
に
参
加
し
て
い
る
」
と
発
言

し
ま
し
た
。

　今年も、核兵器の廃絶を求め、日本
全国を縦断する国民平和大行進がス
タートしています。岩手県入りするの
は、北海道・礼文島を５月７日に出発
し、東京をめざすコース。６月10日
（土）に金田一温泉駅で青森からの引き
継ぎを行い、二戸、盛岡、花巻、北上、
奥州、一関市から宮城県にバトンタッ
チ。また、沿岸等からの支線コースも
合流します。
　歩くことで、だれでも平和の運動に
参加できる国民平和大行進。ぜひ、誘
い合って、家
族連れで、参
加しましょ
う。日本医労
連のリレー旗
がつなげられ
ています。

県内行進は、
6月10日㈯から18日㈰

　憲法記念日の５月３日（祝）、
盛岡市プラザおでってホール
で憲法記念日のつどいが開催
され、154人が参加しました。
　今年は、森友学園のバック

にいると言われている「日本会議」に詳しい、教科書
ネット21の鈴木敏夫さんが、「『日本会議』ってなに？
安倍政権がめざすもの」と題して講演。日本会議は全
国で「草の根」活動をする組織を作り、改憲署名や議
会請願に取り組んでいることなどが紹介されました。
私たちの運動も、もっと強化することが求められてい
ます。また、12時からは「おでって広場」にテントを張っ
て、憲法祭りが開催され、ミニコンサートなどで楽し
く憲法記念日を祝いました。

憲法記念日のつどい、154人
青空の下、憲法祭りも

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
推
進
へ

林
田
氏
を
招
き
キ
ッ
ク
オ
フ
集
会

県内各地から約200人が参加

元
シ
ー
ル
ズ
の
メ
ン
バ
ー
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戦争法反対の19日盛岡デモ

　

共
謀
罪
が
、「
審
議
時
間
が

30
時
間
に
達
し
た
」
か
ら
と
、

中
身
の
審
議
も
不
十
分
な
ま

ま
、
衆
議
院
法
務
委
員
会
で
自

民
、
公
明
、
維
新
の
賛
成
で
採

決
が
強
行
さ
れ
、
本
会
議
で
も

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

マ
ス
コ
ミ
や
弁
護
士
会
、
学

者
等
か
ら
、
か
つ
て
日
本
が
戦

争
を
し
て
い
た
時
に
制
定
さ
れ

た
、治
安
維
持
法
の
現
代
版
だ
、

国
民
の
心
の
中
を
操
作
す
る
も

の
だ
と
批
判
が
強
ま
っ
て
い
ま

す
。

　
「
戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条
壊

す
な
！
岩
手
の
会
」
で
は
、
５

月
22
日
に
、「
お
で
っ
て
ホ
ー

ル
」（
盛
岡
市
）で
「
緊
急
学
習

会　

ス
ト
ッ
プ
！
共
謀
罪
」
を

開
催
し
、
１
８
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
講
師
の
佐
々
木
良
博

弁
護
士
は
、
以
下
の
こ
と
を
訴

え
ま
し
た
。

　

特
定
秘
密
保
護
法
、
戦
争
法

な
ど
、
戦
争
を
す
る
た
め
の
法

制
度
が
整
備
さ
れ
て
き
た
が
、

戦
争
へ
の
国
民
の
協
力
を
強
制

す
る
法
律
と
し
て
共
謀
罪
が
狙

わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
３
度

も
国
会
審
議
の
中
で
廃
案
と

な
っ
た
も
の
だ
。

　

今
回
は
「
組
織
犯
罪
」
を
取

り
締
ま
る
、
一
般
人
は
対
象
で

な
い
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、

犯
罪
行
為
に
着
手
し
な
く
て

も
、
考
え
た
だ
け
で
捜
査
の
対

象
と
な
り
、
そ
の
権
限
は
現
場

の
警
察
官
の
判
断
と
な
る
。
考

え
を
取
り
締
ま
る
た
め
に
は
、

広
く
情
報
収
集
が
必
要
で
、
個

人
の
情
報
が
収
集
さ
れ
る
。
つ

ま
り
、一
般
市
民
も
監
視
さ
れ
、

政
府
の
方
針
に
反
対
す
る
個
人

や
団
体
を
取
り
締
ま
る
武
器
を

与
え
る
よ
う
な
も
の
。

　

す
で
に
原
発
と
い
う
負
の
遺

産
を
将
来
の
子
ど
も
た
ち
に
残

し
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
戦
争

や
監
視
社
会
と
い
う
負
の
遺
産

を
残
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
、

廃
案
に
む
け
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
運
動
を
し
よ
う
。

廃
案
に
追
い
込
も
う

　

盛
岡
で
は
、
戦
争
法
が
強
行

さ
れ
た
19
日
に
、
毎
月
デ
モ
行

進
を
行
い
、
喫
緊
の
課
題
で
も

あ
る
共
謀
罪
反
対
も
掲
げ
て
い

ま
す
。
次
は
、
論
戦
の
舞
台
が

参
議
院
に
な
り
ま
す
。
共
謀
罪

を
廃
案
に
す
る
た
め
に
、
が
ん

ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「緊急学集会　STOP！共謀罪」（5月22日）

将来の子どもたちへ
負の遺産を残さない

共謀罪、
許すな！

国
民
の
心
を
戦
争
に
向
か
わ
せ
る
　
　

　
私
た
ち
の
心
も
狙
わ
れ
る
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「
い
の
ち
・
暮
ら
し
・
看
護

を
守
ろ
う
」
と
２
０
１
７
年
岩

手
県
ナ
ー
ス
ウ
エ
ー
ブ
集
会
が

５
月
13
日
、
盛
岡
市
「
プ
ラ
ザ

お
で
っ
て
」
で
開
催
さ
れ
、
県

内
か
ら
約
１
３
０
名
・
県
医
労

か
ら
９
支
部
・
本
部
26
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

基
調
報
告
で
○
○
看
護
対
策

委
員
長
は
、「
人
手
を
増
や
す

こ
と
な
く
勤
務
環
境
の
改
善
は

あ
り
得
な
い
。
働
き
続
け
る
た

め
に
、
職
場
環
境
改
善
に
向
け

訴
え
る
労
働
組
合
の
活
動
や
役

割
は
大
切
」と
強
調
し
ま
し
た
。

　

渡
部
容
子
弁
護
士
を
講
師
に

「
人
権
と
し
て
の
社
会
保
障
～

い
の
ち
守
る
た
め
に
～
」
と
題

し
た
記
念
講
演
で
は
、「
憲
法
」

に
つ
い
て
「
人
類
は
長
年
の
英

知
と
し
て
『
憲
法
』
と
い
う
も

の
を
作
っ
た
。
法
律
は
国
民
が

守
る
も
の
で
あ
る
一
方
、
憲
法

は
国
家
・
権
力
者
が
守
る
べ
き

も
の
。
時
に
は
国
の
都
合
の
い

い
よ
う
に
さ
れ
て
し
ま
う
の
が

現
実
。
だ
か
ら
、
憲
法
を
学
び

権
利
を
主
張
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
。
一
緒
に
声
を
あ
げ
て
い

こ
う
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
国

会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
「
共
謀

罪
」
に
つ
い
て
は
、「
弁
護
士

の
立
場
か
ら
言
え
ば
、
思
想
・

良
心
の
自
由
か
ら
み
て
も
『
何

も
か
も
あ
り
得
な
い
こ
と
』」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

リ
レ
ー
ト
ー
ク
は
、県
医
労
・

医
大
教
職
組
・
北
上
済
生
会
従

組
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
県
医
労
看
護
部
会
長

の
○
○
○
○
さ
ん
は
、
12
時
間

２
交
代
夜
勤
の
動
き
と
職
場
の

実
態
に
つ
い
て
、「
私
た
ち
の

要
求
は
、
長
時
間
の
夜
勤
や
12

時
間
日
勤
で
は
な
く
人
手
を
増

や
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
だ
」
と

報
告
し
ま
し
た
。
北
上
済
生
会

従
組
か
ら
は
、
入
浴
介
助
を
当

直
明
け
の
師
長
が
行
っ
て
い
る

人
手
不
足
の
実
態
を
紹
介
し
、

「
私
た
ち
は
最
低
限
の
こ
と
す

ら
で
き
て
い
な
い
。
患
者
さ
ん

の
笑
顔
が
見
た
い
だ
け
だ
」
と

発
言
し
ま
し
た
。

　

集
会
後
は
、
雨
に
も
関
わ
ら

ず
デ
モ
行
進
を
決
行
。「
ゆ
き

届
い
た
看
護
が
し
た
い
」「
戦

争
は
イ
ヤ
で
す
」
と
元
気
に
行

進
し
ま
し
た
。

「平和憲法・９条を　　　　　守りましょう！」

○○○○県医労看護部会長

～雨でもデモ行進～
渡部容子弁護士

魅力いっぱい！多彩な分科会
8月19日㈯　分科会　岩手大学・マリオス・アイーナ

8月20日㈰

第63回日本母親大会 in 岩手

◦親子で遊ぼう −おはやし劇場　つくって遊ぼう

　� ただじゅんさん（表現活動家）

◦地域づくり・学校づくり

　 −学校統廃合　地域とのかかわり　町おこし

� 鈴木重男さん（葛巻町長）

◦医療・介護を国民の手に −沢内村のたたかい

� 日野秀逸さん（東北大学）

◦啄木、賢治と憲法を語る

� 小森陽一さん（東京大学）

◦行列のできるしゃべくりカフェ

　 −子育て・働き方・夫婦問題・介護など

� その他、いろいろ…

オープニング　鹿踊り

文化行事　さんさ踊り
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青年部

ハラスメント調査に取り組みます！
　いま、職場での「いじめ」「パワハラ」など、
いわゆるハラスメントが社会的な問題と
なっています。私たち医療の現場でも例
外ではありません。
　日本医労連青年協議会が2014年度に
行った調査では、ハラスメントを受けても
２割の人が誰にも相談できていない実態
や、ハラスメントがきっかけで５割近くの
人が退職を考えている実態が明らかとな
りました。
　３回目の実施となる「青年職員に対す
るハラスメントについての調査」に県医労
青年部も下記のとおり、取り組みます。
　ハラスメントを一掃するための要求や
行動を具体化するため、アンケートへの
ご協力をお願いします。

１　内容　ハラスメントについての調査

２　期間　2017年５月～７月末

３　対象　青年職員（概ね30歳以下）

〜参加費10,000円と旅費日当は組合本部で負担します〜4/26　25名が参加し、焼き肉で楽しく交流

5/12　新入組合員さんたちを囲んで
6月には青年部主催の歓迎会も予定しています。

釜石支部青年部

支
部
歓
迎
会

中部支部
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世
の
中
、
働
き
方
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
全
く
余
裕
の
無
い
医
療
現

場
を
、
一
刻
も
早
く
何
と
か
し

て
ほ
し
い
。

大
船
渡
支
部
　
ハ
ク
シ
ョ
ン
大
魔
王

　

　

　

自
分
が
異
動
し
な
く
て
も
周

り
が
変
わ
る
と
気
持
ち
が
な
ん

と
な
く
落
ち
着
か
な
い
も
の
で

す
。
こ
う
い
う
時
こ
そ
、
事
故

を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に
気
を
引

き
締
め
な
く
て
は
、
と
思
う
こ

の
頃
で
す
。

高
田
支
部
　
夢
子

　

　

　

幼
稚
園
の
入
園
式
も
終
わ

り
、
毎
日
元
気
に
登
園
す
る
子

ど
も
た
ち
の
姿
に
成
長
を
感
じ

て
い
ま
す
。
楽
し
い
こ
と
を
た

く
さ
ん
経
験
し
て
ほ
し
い
で
す
。

磐
井
支
部
　
こ
ぶ
た

　

　

　

年
次
も
取
れ
ず
、
超
勤
も
書

　

破
格
の
安
値

で
国
有
地
を
手
に

入
れ
た
森
友
学

園
。
国
有
地
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、

多
く
の
国
民
を
驚

か
せ
た
の
は
、
幼

稚
園
児
に
「
教

育
勅
語（
き
ょ
う

い
く
ち
ょ
く
ご
）」

を
素
読（
そ
ど
く
）・
暗
唱
さ

せ
、
運
動
会
で
「
ア
ン
ポ
ホ

ウ
セ
イ
、
セ
イ
リ
ツ
、
ヨ
カ
ッ

タ
デ
ス
。
ア
ベ
シ
ュ
シ
ョ
ウ
、

ガ
ン
バ
レ
！
」
な
ど
と
言
わ

せ
て
い
る
姿
▼
こ
の
教
育
勅

語
、
一
体
ど
う
い
う
も
の
で

し
ょ
う
か
？
「
大
日
本
帝
国

ハ
万
世
一
系
ノ
天
皇
コ
レ
ヲ

統
治
ス
」（
大
日
本
帝
国
憲
法

第
１
条
）に
基
づ
い
て
、
天
皇

制
絶
対
主
義
政
府
の
教
育
の

根
本
精
神
を
樹
立
す
る
目
的

を
も
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で

す
。
今
か
ら
70
年
前
ま
で
は
、

こ
の
「
勅
語
」
で
「
天
皇
の

た
め
に
死
ぬ
こ
と
は
、
こ
の
上

な
い
名
誉
・
美
徳
」
と
子
ど

４
月
号
パ
ズ
ル

４
月
号
パ
ズ
ル

　

４
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
39
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

▪
４
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

象
足（
二
戸
支
部
）、ド
キ
ン

ち
ゃ
ん（
一
戸
支
部
）、よ
い
も

の
は
カ
タ
ツ
ム
リ
の
よ
う
に

進
む
、ぴ
ろ
子（
以
上
、中
央
支

部
）、プ
ル
メ
リ
ア（
東
和
支
部
）、

シ
ー
ラ
カ
ン
ス（
中
部
支
部
）、

み
か
ん
太
郎（
江
刺
支
部
）、こ

ぶ
た（
磐
井
支
部
）、み
ど
、コ
ロ

ち
ゃ
ん（
以
上
、大
船
渡
支
部
）

け
ず
、
疲
弊
し
て
病
休
に
な
る
。

欠
員
の
ま
ま
補
充
な
し
。
一
人

ひ
と
り
の
負
担
が
増
え
、
ま
す

ま
す
疲
弊
す
る
。
悪
循
環
が
止

ま
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況

を
作
っ
て
い
る
の
は
誰
で
す
か
？

中
部
支
部
　
シ
ー
ラ
カ
ン
ス

　

　

　

暖
か
く
な
り
、
花
、
木
が
色

づ
き
始
め
、
い
い
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
畑
作
業
が
楽
し
み
で
す
。

久
慈
支
部
　
や
っ
さ
ん

　

　

　

新
年
度
に
な
り
、
人
員
が
増

え
る
と
思
い
き
や
…
。
穏
や
か

に
働
け
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い

で
す
。

中
央
支
部
　
さ
く
ら

　

　

　

と
に
か
く
人
を
増
や
し
て
ほ

し
い
。
そ
れ
だ
け
で
す
。
働
き

盛
り
の
中
堅
層
が
辞
め
な
く
て

も
い
い
職
場
に
し
て
ほ
し
い
。

宮
古
支
部
　
夢
み
る
お
ば
ち
ゃ
ん

も
か
ら
大
人
ま
で
た
た
き
込

ま
れ
た
も
の
で
す
。
日
本
の

侵
略
戦
争
に
よ
る
犠
牲
者（
死

者
）
は
、
日
本
で
３
０
０
万

人
以
上
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

▼
「
勅
語
」
の
中
の
徳
目
は
、

今
に
も
通
用
す
る
良
い
も
の
、

と
言
う
大
臣
も
い
ま
す
が
、

「
家
族
仲
良
く
」、「
夫
婦
仲
良

く
」
な
ど
も
、
家
長
の
考
え

が
絶
対
、
夫
唱
婦
随
・
夫
の

言
う
こ
と
に
は
黙
っ
て
従
え
、

と
い
う
も
の
で
、
国
民
主
権
、

個
人
・
基
本
的
人
権
の
尊
重
、

両
性
平
等
な
ど
を
根
本
精
神

と
す
る
日
本
国
憲
法
と
は
真

逆
の
も
の
で
す
▼
秘
密
保
護

法
、
盗
聴
法
改
悪
、
戦
争
法
、

そ
し
て
、
今
「
共
謀
罪
」。「
戦

争
で
き
る
国
づ
く
り
」
に
狂

奔
す
る
ア
ベ
政
権
。
一
人
ひ
と

り
の
国
民
を
幸
せ
に
す
る
た

め
の
国
家
で
な
く
、
一
人
ひ

と
り
を
犠
牲
に
す
る
た
め
の

国
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

狙
う
は
憲
法
改
悪
、
い
つ
か

来
た
戦
争
の
道
に
戻
る
こ
と

を
の
ぞ
み
ま
す
か
。�

（
す
）



iDeCo（個人型確定拠出年金）は

「自分で育てる年金」です。
iDeCo（個人型確定拠出年金）は

「自分で育てる年金」です。

税制上の「3つのメリット」税制上の「3つのメリット」
❶掛金が全額所得控除

❷運用益に税金がかからない

❸受取時にも税金が優遇される

メリットメリット

メリットメリット

メリットメリット

花巻温泉「ホテル志戸平」
・１日目、２日目だけの参加も可能です
・参加費は1人1,000円（市民、学生は無料）
　宿泊の場合は実費（要予約）13：00～17：15 9：00～11：30

いのちの尊厳を守ろういのちの尊厳を守ろう

医療研究集会医療研究集会

分科会・基礎講座は、1日目は15時30分から、2日目は9時から開始です

7/8土 7/9日
第42回
岩手県
第42回
岩手県

7/8土 7/9日

1日目
● 看護：「いきいきと働き続けるために」
● 介護： 「混迷する介護の現場 - 福祉先進国に学ぶ - 」
● 精神： 「今後の精神医療 - 精神病院に働くものとしてできること - 」
● 保育： 「気になる子への寄り添い方」
2日目
● 看護・精神：「長時間夜勤のリスクと正循環」
● 介護

● メンタル不全 -個人と組織を守る方法-　（8日）
● 腰痛予防のストレッチ（座学と実践）　（9日）
● 接遇で大事なこと -「様」と「さん」から考える-　（9日）

分
科
会

基
礎
講
座

講師：長久啓太さん

記念講演

 「患者さんの人権、私たちの人権
　　～人権感覚をみがこう～」

記念講演　8日㈯ 13：45～15：15

 「患者さんの人権、私たちの人権
　　～人権感覚をみがこう～」

６月の予定

２日（金）	 県医労看護部会（水産会館）

３日（土）	 ストップ共謀罪！6.3緊急県民集会（盛岡城跡公園）

10日（土）〜18日（日） 

	 2017年国民平和大行進

11日（日）	 第63回岩手県母親大会in盛岡（県公会堂）

	 第63回日本母親大会 in 岩手プレ企画

	 「魅惑のタンゴとシャンソンの夕べ」（県公会堂）

23日（金）〜24日（土） 

	 県医労第73回定期大会（ホテル志戸平）

24日（土）〜25日（日） 

	 岩手医労連青年部

	 「第35回プレアクトいわて in 大船渡」（大船渡）

29日（木）〜30日（金） 

	 第44回医療研究全国集会 in 北海道（札幌）

７月の予定

７日（金）〜８日（土）

　　　　　　　県医労女性部第60回定期大会（ホテル紫苑）

８日（土）〜９日（日）

	 第42回岩手県医療研究集会（ホテル志戸平）

15日（土）	 県医労支部長会議（水産会館）

29日（土）	 県医労青年部第60回定期大会（ホテル森の風鶯宿）

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０
―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11
―
１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

６
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！


